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人々の営みのあるところ、無数の文化財が存在 します。これらは私達の祖先がきびしい環境の

中で、不断の努力と優れた知識によってきり開き、倉1造 してきた文化の遺産であります。この貴

重な文化遺産は時のi荒れと共に、変化し、忘れられ、あるいは破壊され消減 していくおそれのあ

るものです。だからこそ、隠された文化財を見い出し、これを守 り次代の人々に伝える。これが

現在に生きる私達の責務であると信 します。

この下向田古墳群は、これまで 3回 にわたって調査が行なわれ、群集墳のあり方の一端を教え

てくれています。この貴重な遺肋 は町民公園に取 り入れ保存することにいたしました。多 くの皆

様に親 しんでいただき学習に活かされることを願うものです。また本書が文化財保護のご理解の

一助となれば幸いに存じます。

最後に、調査の実施にあたりご理解とご協力をいただいた地元の方々や関係機関各位に対 して

厚 くお礼を申し上げます。
昭和60年 3月

福岡町教育委員会
教育長 高 井 幹 夫

授和田晴吾氏、富山考古学会員西井青目儀氏のご

指導 とご助言を受けた。記 して謝意を表 します。

7́.古墳の地形測量は北1些航測佛が実施 した。

8.本書の編集・執筆は宮田が担当した。本書作

成中、富山県埋蔵文化財センターの職員及び臨

時職員の協力を得た。
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例  言
1,本書は富山県西砺波郡福岡町下向田に所在す

る下向田古墳群の試掘調査概報である。

2.調査は国庫及び県費補助金の交付を得て、福

岡町教育委員会が実施 した。

調査の実施にあたって、富山県埋蔵文化財セン

ターから調査担当者の派遣を受けた。

3.調査事務局は福岡町教育委員会に置 き、派遣

社会教育主事荒,II昌 夫、社会教育主事岡山哲朗

が調査事務を担当し、教育次長竹田照明が総括

した。

4.発掘調査は富山県埋蔵文化貝オセンター文化財

保護主事宮田進一が担当した。調査期間中、同

センター主任上野章 ,文化財保護主事斎藤隆の

参加・協力を得た。

5.調査期間は次のとおりである。

昭和59年 5月 15日 から6月 Hの 18日 間

発掘調査

日召和59年 10月 27日 からH月 20日 の 7日 間

埋め戻 し

6.調査から整理期間中、富山大学人文学部助教
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I.遺跡の位置と環境

福岡町は県西部にあり、南側の平野都と北側の山地部で構成されている。平野部は砺波平野の

末端部にあたり、南西から北東にi荒 れる小矢部川が横断 している。山地部は小矢部川左岸の北側

に位置 し、山並みが県境まで続 く。

遺跡は特 に山地部に多 く見られる。下向田古墳群はその山地部が平野部に接する所にあり、小

矢部川左岸沿いに北南に続 く標高100～ 200mの低丘陵上に立地する。その丘陵の頂部には古墳群が、

斜面地には横穴墓群が交互に重ならずにある。北は東上野古墳群から南は関野。若宮古墳群まで300

基以上の古墳群・横穴墓群がある。古墳群には上野古墳群。上向田古墳群などがある。上向田古墳群

の内に、12世紀の珠洲の蓋付経筒が出上した上向田経塚〔西井1967)を 合んでいる。横穴墓辞には

城ケ平横穴墓群・加茂横穴墓群がある。城ケ平横穴墓群からは多数の副装品、人骨とともに、銀

象嵌を施した鉄製頭椎柄頭が出土 している。山地部の深まった所には先土器時代の小野向畑B遺

跡、縄文時代早期の小野向畑A遺跡 。中期～晩期の砂子谷H遺跡がある。なお、上記の低丘陵上

からは、平野部を一望できるため、中世の山城がその上に点々とある。

平野部には縄文時代前期 。中期の上野A・ B遺跡、奈良～平安時代の古本寸赤丸遺跡、中世の平

城である木舟城跡がある。
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1.下向‖J古墳群
6.上野古墳群

2.城 ヶ平横穴墓群 3.馬場古墳群 4.加茂横穴墓群 5.土屋古墳群
7.上向‖1古墳群 8.|!I川横穴墓群 9.桜町横穴墓群 10。木舟城跡
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第 1図 位置と地形



H。 調査の経緯

1.調査に至 る経過

従来から、小矢部川左岸の段丘上に古墳辞と横穴墓群が点在することが知られていて、古墳の分

布地域から「小矢部ブロック」と呼ばれている 〔吉岡1972〕 。「二上・水見ブロック」に次いで古

墳が多いことが知られている (121基の古墳で構成されている)。

しかし、近年、富山考古学会会員西井青目儀氏の精力的な分布調査によって、北は東上野古墳群

から、南は若宮古墳群まで、300基以上の古墳があることが判明した。下向田古墳群 もその中の 1

つで、昭和53年 ごろに確認されている。 1号墳～ 5号墳がそれにあたる。

さて、福岡町はソフトボール場、フィール ドアスレチック広場を含む町民公園とその北側に墓

苑を計画していた。昭和56年度から、公園内の幹線道路建設を実施 しようとした。しかし、当該

公園地内には下向田古墳群があるため、福岡町建設課・教育委員会は、県教育委員会文化課 。埋

蔵文化財センターと協議を重ねた。その結果、現状で確認されている古墳や古墳状の高まりにつ

いて試掘調査を行ない、古墳の範囲が確認されれば、それを取 り入れた公園計画を考えることで、

両者は合意 した。その合意に基づ き、埋蔵文化財センターは、昭和57年 5月 13日 から31日 まで、

1～ 4号墳・ 7号墳の試掘調査を行なった。古墳 6基 と古墳状の高まり1基を確認した。 2号墳

は23m× 26mの 方墳で、古墳群の中でも最大規模のものであることが判った。

この試掘結果に基づ き、県と協議を重ねた町は、 2・ 3号墳のかかるソフ トボール広場を多目

的広場に計画変更 し、古墳を現状保存した。しかし、その計画場所の変更のため、その広場に係

る4・ 6号墳についての発掘調査と当該事業地内の古墳の分布調査とを町は県に要望 した。

そこで、埋蔵文化財センターは昭和58年 11月 7日 から12月 17日 にかけて4号墳の本調査と6号

墳の確認調査と古墳分布調査を行なった。その結果、新たに発見された古墳 (9～ 15号墳)は公

園以外の墓苑予定地内にも存在することが判明した。町では近々、墓苑計画も進めるため、町環

境イ呆健課も加わり、県と協議を重ねた。その結果、町は本年度、公園及び墓苑地内にある古墳の保

護措置を講じるため、古墳の試掘調査を行なうことにした。

2.調査の経過

今回の調査は過去の発掘調査結果を踏まえて行なった。過去の調査によれば盛上の確認できる

古墳の他に、耕作等により盛土が流出してしまい、盛上が明確に分らなく、 しかもその周濤もわ

ずかな窪みしかもたない古墳があることが判った。現状観察からでは盛上のあることが期待でき

ないので、後者の古墳の場合を考えて調査を進めた。しかも、発掘面積は最少限に留めるため、

周濤と考えら紀る落ち入みが一部でも確認できれば、調査はそこでストップした。

調査は伐採を行なった後、古墳上のたかまりの裾 にトレンチを入れ、周濤を確認した。その周

濤が確認できない場合には、頂部と思われる平坦地にトレンチを入れ、主体部の有無を確認した。

発掘調査は昭和59年 5月 15日 から6月 11日 までで終わり、発掘面積は約400m2であった。その後、

埋め戻 しは10月 27日 から11月 20日 まで行なって、調査は終了した。
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Ⅲ.A地区

1.地形 (第 4図 )

4,6。 8～ 10号墳は北東方向に延びるやや広い尾根に立地する。この尾根の幅は12mぐ らい

だが、広い所では20mに も達する。尾根からは南東方向に平野部を見下ろせ、平地との比高差は

80mである。南の 4号墳 と北の 8号墳 とは10mの比高差がある。尾根の南側は急峻な崖になって

いて、 9・ 10号墳のす ぐ北側では昭和の初めごろ崖 くずれがあったという (地元の人の話 )。 尾根

の西側は浅い谷が入っていて、谷底 とは 2～ 10mの比高差がある。

2.遺構 と遺物 (第 3・ 5・ 8図 、図版 1～ 3・ 6)

9・ 10号墳  6号墳の東方約40mにある。幅10mの平坦面の南側の急峻な崖際に立地する。標

高98mである。現状では50cmぐ らいの僅かな高まりが 2ヶ 所に見られる。 9号墳は10号墳より約

80cm高 いが、その間は僅かな窪みが見られる。現状では表上に地山の砂礫 層が露出 していること

からも古墳の盛土は想像できなかった。調査は項部 をさけて トレンチを十字に入れて行なった。

9号墳は表土 (I層 )、 茶褐色土 (H層 )の下が地山に達する。地山までは 20～40 cmである。H層

には地山の砂礫が混 じっている。 1ト レでは20cm下 で地山に達する。 2ト レの断面図 (第 3図 )

では周濤が明確でないが、地山に僅かな窪みが確認できる。この窪みは幅40cm、 i朱 さ10cmで ある

が、その覆土はH層 と同 じ土である。 3ト レでは崖の斜面に沿って地山が急勾配になっている。

項部から 5m下の所で急に段が付いている。 2ト レの窪みと3ト レの段を生か して考えると、約

8mの古墳の可能性がある。 4ト レでは幅50cm、 深 さ20cmの溝が確認されているが、この濤は表

土からの掘 り込みで、その覆土はボソボソの黒色上である。

10号墳は北側が少 し窪んでいゆるめ、見た目には高まりを感 じる。尾根の 6ト レは 3ト レのよ

うな段は確認できなかった。 7ト レでは I層 だけで地山に至るが、地山が少 し窪んでいる所があ

り、茶褐色の土が入っている。これを濤 と考えれば幅80cm、 深さ20cmと なる。 5ト レではH層 を

掘 り込んだ濤が確認できる。濤は幅1.4m、 深 さ40cmであり、その覆土は黒褐色上である。 5。 7ト

レンチの濤 を周濤 と考えると約 8mの古墳 となる可能性がある。

なお、 9。 10号墳とも盛上が確認されていないカミ今回の調査では古墳の可能性があることが判

った。しかし、両方の古墳のトレンチからは遺物が出土しなかった。

S 98,70m

I層 茶褐色土
H層 茶褐色土

(砂礫混 じる)

1.

N 98,301n

①黒褐色土
②黒褐色土

(砂撰混じる)

第 3図  A地区土層図 (1/50)1.2ト レンチ 2.5ト レンチ
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第 4図  A地区の地形と発掘図(1/500)



8号墳 A地区の尾根の奥にあり、一番高い所に立地する。標高103mである。 4・ 6号墳から

は 9。 10号墳までを直線的に見えるが、 8号墳を遠望できない。 8号墳の東側は急峻な崖になっ

ている。崖の下は平地から入 り込んでいる深い谷である。 9・ 10号墳から見ればあまり高まりは

感 じないが、8ト レ付近だと小高い高まりが明瞭に窺 える。項部は平坦である。19ト レの北側に

は,夫 い谷があり、谷底 と頂部 との比高差は約10mである。

19ト レではⅡ層が確認できな く、 I層 (40cm)の 直下が地山となる。濤 も確認できない。16ト

レも19ト レと同様に濤は確認できなかった。15ト レでは幅80cm、 深 さ20omの濤が検出された。そ

の覆土は黒色上である。14ト レの北端では幅80cm、 深 さ10cmの地山の窪みがある。周濤 とも考え

られるが、この上に山道が走っている点から旧山道の窪みと考えられる。この窪みから2m南に

地山に段ができている。この段 と15ト レの濤を生か して考えると、直径14mの 古墳の可能性があ

る。この 8号墳の トレンチからは遺物が出上 しなかった。なお、16ト レの南端で焼壁穴が 2個確

認できた。 1つは直径70om、 深 さ40cmの 円形の穴である。壁面は焼けて赤化になってお り、底面

には炭の層が溜っている点から、この穴は代焼法 の炭焼窯 と考えられる〔岸本 1976〕 。

その他、14ト レの南端に落ち込みがある。幅3.6m、 深さ80cmで ある。覆土中には焼土・炭層が

見 られる。13ト レではその落ち込みのつづ きが確認できなかった。この溝状遺構 と13ト レから縄

文時代の石器や早期の押型文土器破片 (1個体)が出上 した (第 8図・図版 6)。 押型文土器(1)は

甕の日縁部のみである。日唇部に山形文を、日縁部は山形文間に無文帯をつ くる。胎土は繊維を

合まず、器面の風化は激 しい。その 上器は14ト レのみで 面的な広が りは確認できなかった。石器

には凹石 (3・ 4)と磨石 (5・ 6)が ある。

8号墳の南側には小さな張 り出 し部分があり、古墳の有無を確認するため トレンチを設けた。

9ト レ 。11ト レで性格不明の落ち込みを検出 したが、古墳の存在は確認できなかった。

E 102.60m」ヒ

Ia茶褐色土
Ib黒褐色土
Ic茶褐色上
H茶褐色土
① 黒色土
② 黒色土

(砂礫混 じる)

i

第 5図  A地区土層図 (1/50)1.15ト レンチ  2.14ト レンチ

N 101.90m
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Ⅳ.B・ C地区

1.B地 区 (第 2・ 8図 。図版 4・ 6)

B地区はA地区の北側にあり、やせ尾根が南北に延びる。標高103～ 106mで ある。北西側は墓苑

に通 じる道路のため、斜面が削 られ崖になっている。僅かに確認できた高まりの裾に トレンチを

入れたが盛土・周濤は確認できず、さらに頂部の平坦面を発掘 したが、主体部 も確認できなかっ

た。この地区の高まりは古墳でないことがわかった。22ト レでは焼壁穴が 2ヶ 所検出した。その

穴 の覆土には炭が含まれておらず、A地区の焼壁穴 とは性格を異にすると考えられる。

この穴付近から縄文時代の石鏃(2)が出土 した。有茎の石鏃で、先端が欠損 している。石質はチ

ャ ー トである。この形の石¢族は組文時代後・晩期によく見 られる。

2.C地 区 (第 2・ 8 図版 4・ 6)

C地区はA地区の北側で、深い谷を隔てて 8号墳が正面に見える位置にある。東西に延びる尾

根の先端部にあたる。標高103mで ある。北側の浅い谷底 とは約5mの比高差がある。古墳 と考え

られる場所に十字にトレンチを入れたが、盛土・周溝は確認できなかった。20～40cmの IoⅡ層の

直下で地山になる。項部の平坦面に トレンチを入れたが、主体部は検出できなかった。以上 から,

この高まりは古墳でないことが判明した。

嚇一
嚇一
嚇一
嚇一

第 6図  D地区の地形と発掘区 (1/500)



トレンチから円形の焼壁穴が 1個 と幅20～ 50帥、深さ20～50cmの濤が 3条検出された。この濤

は表土から掘 り込んでいて、「V」 字の形状をしている。この溝は形状、覆上、立地から考えて、

小杉町南太閤山 I遺跡 〔富山県1983〕 でも見られる山境の溝 と考えられる。

発掘区から須恵器杯身の 破片⑦が 出土している。口径12cm、 器高2.8cmで、内外面にヨヨナデ

を行う。内面に油煙が付着している。平安時代であると考えられる。

V.D地区

1.地   形 (第 6図 )

D地区はB地区の北側にあり、やせ尾根が東西に延びている。標高104～ 110mで ある。南側は

平地 からの深い谷が入る。北側は浅い谷が入 り、約 7mの比高差がある。この尾根の東側は高 く、

西側 とは約 6mの比高差がある。11号墳の西側は民有地であり、調査対象外である。

2.遺構 と遺物 (第 7・ 8図、図版 5。 6)

D地区の東側は高 くなっているため、43ト レを設けたが、I層 (30cm)・ II層 (30cm)で地山に至 り、

遺構、遺物は確認できなかった。やせ尾根の中央を縦断するように44ト レを設けた。西側の高まり

の項部付近で覆上が茶褐色上の落ち込み (第 7図)が検出された。それは表上であるI層 (20cm)の下

から掘 り込んでいる。47ト レでもその落ち込みが確認できた。幅60cmで 長さ 2m以上あり、主体

部 と考えられる。45ト レ 。46ト レで

は地山が自然の傾斜に沿って傾 き、

途中で段がつ くことが確認できた。

しか し44ト レでは盛土・周溝が確認

できなかった。44ト レの主体部 と45・

46ト レの段を生か して考えれば、11

号墳は10mの 古墳であると考える。

なお、44ト レからは組文時代中期の

上器片 (図版6-8)が 出上 した。

①茶褐色土

第 7図 遺構 と土層図 (1/50)

~47ト
レンチ

I層 茶褐色上

H層 茶褐色土

(砂礫1昆 じる)

E

鍾亘⊃―Q

皐

‐◇

第 8図 遺物実測図 (1・ 7.1/3,2.1/2,3～ 6.1/8)
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Ⅵ。ま と め

下向田古墳群には、現状観察から盛土の高まりを確認できる古墳以外に、わずかな高まりしか

確認できない古墳がある。後者の古墳の場合、周溝の掘 り込みが浅 く、盛土も厚 くないため、耕

作等によって盛上が削平を受けていることが多い。周濤の掘 り込みが浅いため、 トレンチでは確

認がむずかしく、面的調査によらなければ明確にならない場合もある。本年度調査の古墳群はそ

のようなあり方を示しているものが多い。類例は小杉流団No 3・ 7遺跡の古墳群〔富山県1982〕 が

あり、明確な周濤はあるが、盛土は確認できなかった。

本古墳群は立地から1～ 4、 6～ 10号墳と5、 11～ 15号墳の 2群に分かれる。各尾根には 2～

3基の古墳で構成されている。その中でも2号墳 が最大規模である。また、古墳の年代は遺物が

出土 していないので不明である。最近、県内では 5世紀後半から6世紀前半の群集墳が確認され

ている 〔富山県1982・ 西井1983〕 が、本古増群 付近には 6世紀前半の_L野古墳群や 6世紀末から

7世紀の横穴墓群があり、本古墳群との関連も考慮 しなければならない。以上から、本古墳群の

年代や群構成については今後の検討課題である。

引用文献

岸本定吉 1976 『炭』丸の内出版

宮山県教育委員会 1982 『富山県小杉町 。大門町小杉流通業務団地内遺跡群第 3・ 4次緊急発

掘調査概要』

富山県教育委員会 1983 『都市計画街路 七美・大閤山・高岡線内遺肋群発掘調査概要』

西井龍儀 1967 「福岡町上向田経塚について」 オジャラ 2

〃   1983 「二上山周辺の古墳」 『昭和57年度高岡市埋蔵文化財調査概報』高岡市教育

委員会

福岡町史編纂委員会 1969 『福岡町史』 福岡町

古岡英明 1972 「古墳時代」 『富山県史考古編』 富山県

古墳 名 調査年度 墳 形
規 模 (m) 周 落 (m)

盛上の有無 備 考
長 軸 短草由 幅 長 さ

1号墳 S57 円 50Cm 墳端に幅 lmのテラス状の成形面がある。

2号墳 方 2 2 有
古墳群中で最大規模。西側斜面はテラス状に
なる。墳丘は 2～ 6mの高さ。

3号墳 方 8 7 15 | 50Cm? 表土より珠洲片出上。

4号墳 S57 ・ 58 円 8 | 50Cm
主体部は授乱を受けていて不明。
攪乱穴か ら鉄釘 2点 出上。

5号墳 当該事業地区外

6号墳 S57・ 58 長 円 有

7号墳 方 50Cm 主体部を確認。

8号墳 円 ? 14 02

9号墳 円 ? 8 8 01

0号墳 円 ? 8 8

号墳 円 ? 表土より組文土器片出上。主然部を確認。

2号墳 当該事業地区外

3号墳

4号墳

5号墳

表 1.下向田古墳群一覧
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9・ 10号墳発掘前 (北から)

9。 10号墳発掘後 (束から)
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7ト レンチの濤 (北から)

2ト レンチの澪 (東から)
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8号墳発掘後 (南から)
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B地区発掘後 (北から)

警顕警露揮孝警茅爾マニ
C地区発掘後 (束から)
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11号墳発掘前 (西 から)

44・ 47ト レンチの進構 (束から)
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44ト レンチの上層 (南から)

彎蜂畿

出土遺物 (A～ D地区)
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